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2013 年 8 月 8 日と 9 日の 2 日間、宇都宮市教
育委員会東生涯学習センタ （ー以下、東生涯学習
センター）とHANDS プロジェクトの協働で「子ど
も国際理解サマ スークール」（以下、サマ スークール）
が行われました。本事業は、HANDSとしては４
度目となる多文化共生教育実践です。
宇都宮市内の小学校 4 年生から 6 年生を対象
に受講生を今年も定員30 名で募集したところ、60
名以上の児童の応募がありました。年々好評で、
リピーターの児童も目立ちました。応募してくれた
全員に参加して欲しかったのですが、安全面など
を考慮し検討した結果、抽選で 45 名に絞ることに
しました。次年度は、応募者全員が参加できるよ
う工夫してみることが課題です。
今年度初めての試みとして、本学にて開催しま
した。宇都宮市内の子どもたちやブラジル人児童
生徒が大学で交流しながら、学内や教室を見たり、
学生食堂で食事をしたりすることで、近い将来、「大
学で学んでみたいなぁ」という向学心の小さな芽
を育むこともねらいにしたためです。
第1日目：８月８日10 時～14 時
テーマ「ゲームいっぱい（^^）アミーゴいっぱい♡」
1日目は、大田原市にあるソスィエダデ・エドゥ
カスィオナウ・ブラジリアン・スクール（Sociedade 
Educacional Brazilian School、 以 下 SEBS）
に通う児童生徒との交流がメインとなるプログラ
ム構成でした。この交流は毎年行っていて、今
回で４度目です。今年は、17 名の SEBS 児童生
徒と、2 名の教職員と、2 名の保護者が参加しま
した。
本学第 2 体育館で、開校式の後、3 つのゲーム
で交流しました。日系ブラジル人の新屋明夫さんが
講師となり、県立今市特別支援学校講師の金子俊
一さんがアシスタントを務めました。
ゲームの前に、まずは、語学講座。Bom dia.
（おはよう。）/ Oi, tudo bem ?（やあ、元気？）
Meu nome é ＿＿＿＿（私の名前は＿＿＿＿。） / 
Obrigado.（ありがとう。）/ Boa!（いいね！）など、
日本人児童はポルトガル語で、SEBS 児童生徒は
日本語で学びました。Boa! は、会話においてとて
も有効的な単語だそうです。
① ｢手つなぎ鬼ごっこ｣
一人の鬼から始めます。鬼にタッチされないよう
に、体育館内を自由に動き回ります。鬼にタッチさ
れてしまった人は鬼と手をつなぎ、どんどん鬼が増
えていく仕組みです。鬼にタッチされないで最後ま
で残った人が勝ちです。残念ながら鬼になった人
は、他の鬼と協力して逃げている人を追いかけます。
「あっちだ！」「いくぞ～」など、子どもたちはすぐ
に仲良くなり、体育館には、子どもたちのはしゃぎ
声と駆け巡る足音が響いていました。鬼役の大学
生も汗だくで追いかけました。
② ｢協力ゲーム｣
全員の子どもたちを 6人ずつ10 のグループに分
けました。床に広げた一枚の新聞紙の上に何人の
れるかをグループごとに競いました。たった 1 枚の
新聞紙には、せいぜい2 ～ 3人しかのれませんが、
全員がのらなければなりませんから、自然に全員
が知恵を出し合い、話し合い、協力し合います。6
人全員がのることを目標に、子どもたちは、コミュ
ニケーションをとることの大切さを体感しました。
最終的に、体の大きい子が小さい子を抱っこした
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り肩車したりして、どのグループも全員が一枚の新
聞紙の上に収まりました。
③「フリ スーロー大会」
バスケットボールやバレーボールを使ってバス
ケットボールリングにボールを投げ入れるゲームで
す。大学生用のリングですから、児童生徒には少
し高さが高かったようで、小さい子がゴールを決め
やすいよう抱っこしてあげている高学年の子どもた
ちもいて、なんとも頬笑ましかったです。シュ トー
成功のご褒美に、本学ロゴマーク入りの蛍光ペン
を差し上げました。
ゲームの後は、体育館から学生食堂に移動して、
Table For Two の昼食メニューをみんなで一緒に
いただきました。「いただきます」の前に、学生か
らパワーポイントを使って、以下のような説明があ
りました。
大学には、Table For Two といった活動があ
ります。Table For Two、直訳すると「二人の
食卓」。今回私たちがいただいたメニューの代金
のうち、約 20 円が開発途上国の子どもたちの
食事に充てられます。先進国の私たちと開発途
上国の子どもたちが、時間と空間を越え食事を
分かち合うというコンセプトです。世界の約70
億人の人口のうち、10 億人が飢えに喘ぐ一方で、
10億人が肥満など食に起因する生活習慣病に苦
しんでいます。この深刻な食の不均衡を解消する
ため、日本ではじまったTable For Two は海を
越え、海外でも広がっています。
説明を聞いた児童生徒達は、食事をしながら、
地球人としても学ぶことができたことでしょう。ま
た、ブラジル飲料「ガラナ」やブラジルのピーナツ
菓子もいただきました。宇都宮市内の児童たちは、
初めての味に興奮していました。
元気のいい「ごちそうさまでした」のあとは、午
後の活動場所であるUUプラザに向けて、学生食
堂から移動です。途中、国際学部の1121 教室や
ラーニング・コモンズを経由しました。100人以上
が聴講できる大きな教室に入ると、「うわ～、広い！」
「階段状になってる！」と初めて見る大学の教室の
様子に驚いていました。何台ものパソコンが設置
されたラーニング・コモンズという学生の共有のス
ペ スーでは、グループ学習をしている学生の様子を
直接目にし、「すごいな～」という声が参加児童生
徒から聞こえました。今回の参加児童生徒の中か
ら、大学進学を目指して勉強してくれる子どもがい
るといいなあ、本学に入学して再会できたらいいな
あ、と思いました。
午後は、「飛び出す絵カード作り」をしました。
学生が事前に準備した色画用紙、日本とブラジル
の国旗シール、Obrigadoと印字されたシールなど、
数々のパーツを使って、カ ドーを作りました。各テー
ブルでは、「これ、貸して」、「使っていいよ」、「上
手だね」などと、楽しく制作に励み、夏の記念に
なりました。
最後に、SEBS 児童生徒から、ちょうちょの形
をした袋に入ったお菓子を日本人児童一人一人にプ
レゼントしていただきました。ちょうちょの形をし
た袋は、SEBS 児童生徒の手作りだそうで、とて
もかわいいちょうちょで、開封するのがもったいな
いくらいでした。
そして、本学フランス式庭園で写真撮影をした
あと、いよいよお別れです。SEBS 児童生徒が
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帰る際、何人もの日本人児童がバスまで見送り、
｢Chau chau！｣ ｢Obrigado！｣ といつまでも手を振
り、別れを惜しみました。
第２日目：8月 9日10 時～1２時
テーマ ｢世界を知ろう＆世界から学ぼう2013 
　　　　～ブータン王国編～｣
昨年度から、世界の国や地域から1つを選び、
その国や地域について学習することにより、国際
理解教育の一助となるよう構成されたシリーズで
す。今年は、萩原好子（海外青年協力隊 OG、本
学大学院国際学研究科前期 1年）さんを講師に、
宇都宮市内の児童たちがブータン王国について学
習しました。
普段、なじみのないブータン王国。まずは、世
界地図からその場所を確認し、国旗の意味（黄色
は国王の権威、オレンジは宗教、雷龍の白は多言
語・多民族国民の国家への忠誠心）を萩原さんか
ら教えていただきました。
それから、児童を 5 つに班分け、各班ごとに（1）
食文化　（2）教育　（3）服飾、宗教　（4）通信、
通貨　（5）王政、国旗の５つから１テーマを学び
ました。各班のテーブルに置かれた資料・写真資
料などから、「日本と似ているところはどこか」「違
うところはどこか」考え、各班で話し合いました。
竹で編んであるブータンのお弁当箱を開けるのに、
慣れない私たちは、非常に時間がかかりました。
＜プログラム協力者：敬称略＞
宇都宮市東生涯学習センター所長　川田裕郎
宇都宮市東生涯学習センター総括主査　手塚瑞義
宇都宮市東生涯学習センター指導員　小林千富
宇都宮市東生涯学習センター指導員　半田美智
Claudionor PINTO ROMA （ブラジリアンスクール校長）
1日目担当：新屋明夫、金子俊一
2日目担当：萩原好子（海外青年協力隊 OG、本学大学院国際学研究科前期1年）
原田真理子（国際学部附属多文化公共圏センター研究員）
主食は米、おかずは唐辛子、食べる前にご飯
粒や汁を少しだけ外に飛ばす習慣、国語はゾン
カ語、歴史以外の授業は英語で教育、友人同士
で軽い感じで交わす「こんにちは」はゾンカ語で
なんと「クズ」、伝統衣装名は「ゴ」「キラ」、ブー
タン人は仏教徒、手のひらを相手に見せるのが
ブータン流のお辞儀、ブータンの通貨はニュルタ
ム、500mlジュ スー 1 本 25 ニュルタム（約 40 円）、
2008 年から立憲君主制になったことなど、萩原さ
んから多くのことを学びました。
その後、希望した児童 2 名がブータンの民族衣
装を試着させていただき、みんなで記念撮影しま
した。カラフルでとても素敵な衣装でした。
「今日話したことは、農業支援のためブータンに
渡り、生活した経験から、私の目で見てきたブータ
ンについてでした。大きくなったら、今日私から聞
いたことを、是非ブータンに行って確かめてみてく
ださい」と萩原さん。本当に一度ブータンに行って
みたくなりました。世界を身近に感じる機会を与え
ていただきました。
HANDS プロジェクトと宇都宮市東生涯学習セ
ンターは、このサマ スークールに関して、5月初旬、
準備に着手しました。当日までの 3 ヶ月という長い
期間に及ぶ準備と当日の運営にご協力いただいた
皆さんに深く感謝いたします。
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HANDS プロジェクト第 1 回外国人児童生徒支
援会議が、7月23日UUプラザにて開催されました。
この会議は栃木県教育委員会から「外国人児童生
徒教育拠点校」（以下、拠点校）に指定されてい
る、小中学校 40 校の日本語教室（教室名称は学
校任意）担当教員をメンバーとしています。ここでは、
開催に先立ち実施したアンケ トー回答の中から、各
校の担当教員数やかれらの経験年数、そして担当
教員が抱える悩みなどを紹介することによって、栃
木県内の小中学校における「外国につながる教育」
体制を把握したいと思います。
40 校の内訳は小学校 30 中学校 10となり、県
内で外国人が多く居住する主な地域に開設されて
います。しかし、足利市・栃木市・那須塩原市・
鹿沼市・壬生町の 4 市 1 町については、小学校に
拠点校がありながら中学校に拠点校が無いという
実態もあります。また拠点校とは別に、宇都宮市と
小山市には、「初期指導教室」が開設され、学校
生活に必要な日本語や基礎的な教科学習を指導し
ています。「初期指導教室」は栃木市にも開設され
ていますが、前述 2 市のような独立教室ではなく、
栃木中央小学校の日本語教室と連携する形で運営
されています。
全拠点校における日本語教室担当教員数の合計
は 56 名で、担当が 2 名以上いると回答したのは
40 校中10 校でした。拠点校に指定されると教員
の加配措置を受けることができ、学校の実情によっ
ては複数名が加配される場合もあるようです。しか
し、56 名中何名が加配教員か、また教諭と講師の
別などは把握することはできませんでした。
担当教員の外国人児童生徒教育に関する経験年
数を見てみると、今年 1年目が 10 名、2 年目と3
年目が共に11 名となり、全体の 57％を占める 32
名が “ 経験 3 年未満 ”という結果になりました。そ
の他は、4 年目12 名、5 年目3 名、6~9 年目計 6
名、10 年以上 4 名という結果でした。日本語指導
や適応指導などの専門知識や、学級担任や保護者
との連携手段など身につけるべきことの多さを考え
ると、経験年数が少ない担当者の占める割合に課
題を感じます。
またアンケ トーには、支援会議で話題にして欲し
い事がらや、日頃気になっていることも書いていた
だきました。「学級担任や教科担任の要望を優先
させると日本語教室本来の指導ができない」、「小
学校同士は連携がとれるが中学校に拠点校が無い
ので支援が途切れてしまう」、「日本語指導は楽だ
と思われ校内での発言力が弱くなり頼まれごとが
多くなる」など、担当教員にならなければ分からな
い悩みが多く寄せられました。一方、「今年初めて
担当になったので他の学校の様子を積極的に知り
たい」、「最近増加しているフィリピンの子どものた
めに資料を充実させたい」「外国人保護者も世代交
代によって教育に対する意識が変わってきたので啓
発活動を行いたい」など、自ら課題を見つけ取り組
む意欲的な姿勢も多く見られました。
会議の前半は、自己紹介を兼ね各教室の実態や
担当教員が感じている事など発表していただくこと
により、県内の外国につながる子どもの教育に関す
「拠点校」は40校、「日本語の先生」は56人
（第1回外国人児童生徒支援会議報告）
国際学部特任准教授
遠藤さくら、斎藤柊奈、オルティス　ゆみこ、高橋はるか、桑田梢、坂本有悠美、佐藤乃巴桂、荒井絵理菜、
丹治真奈、村里杏子、堀部聖人、コハツ　ホセ、金子彩香、竹元志穂、桑原奈見、王舫璐、安秋爽、鄭思宇、
金森夏実、菅原愛実、千葉有世、千葉夏美、富田珠友、松浦樹里、池田瑞希、山根健志、渡邊晴奈、塩
沼サナエ、城田三好、叶金栄（以上、宇都宮大学 HANDSプロジェクトJrを含む30 名の学生）
伊藤康子、小池美佐子（以上、前期内地留学生）
HANDSプロジェクト教職員（代表：田巻松雄）
芳賀陽子（国際学部附属多文化公共圏センター事務補佐員）
若 林 秀 樹
